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はじめに　
台湾現代演劇は，1949年以降，国民党に伴っ
て台湾に渡った人々により「反共抗俄」（共
産党に反対し，ロシアに反抗する）の政治イ
デオロギーを描く演劇が行われ主流となった
（ここでの「現代演劇」は，唱や立ち回りを
主として演じる中華圏の伝統演劇と対置され
る演劇を指す。20世紀以降に興ったもので，
台詞や自由な身体表現で上演される）。50年
代半ばになると，反共抗俄劇の単調さ，無味
乾燥さのために現代演劇は不振に陥り，60年
代から欧米を模した演劇が興った。ただ，70
年代までは，劇団や小劇場運動推動委員会な
どの推進団体は国民党政府下に組織され，脚
本も当局の審査を受けなければならず，政府
公式的な演劇としての展開であった。工業，
経済の発展する80年代から民間の自由な演劇
が興り，今日に至っている。稽古をしながら
グループで脚本を作り上げる団体共同創作
や，従来のリアリズム演劇の手法を踏襲しな
い自由さが，特徴と言える。
台湾演劇についての日本における先行研究
は，元来数が少ないことに加え，ほとんどは
日本統治時期の演劇を論じるものである。
1980年代以降の現代演劇への着目は極めて少

ない1）。大陸（中華人民共和国）と台湾にお
いては台湾演劇研究は比較的盛んであるが，
中台関係からしばしば，台湾現代演劇におい
て表象される，大陸を巡る歴史認識，政治的
両岸関係を指摘することに関心が寄せられて
いる。台湾現代演劇の創作において，台湾人
のナショナル・アイデンティティは切り離せ
ないものではあるが，本稿では，台湾現代演
劇の事象を検討しながら，より純粋に作品や
作り手の演劇観を注視してみたい。
以下，まず1980年代以降の台湾現代演劇の
趨勢，および，活躍した団体を整理する。次
に，その中でもっとも注目され，評価も高い
演出家である頼声川（1954-）の軌跡と作品
を検討する。そして，その検討から見出され
る，頼声川の演劇観，台湾現代演劇が内包す
る問題について考察したい。

1 ．1980年代からの台湾小劇場演劇
台湾で本格的な現代演劇が観客やマスコミ

1）主要なものとして，瀬戸宏「台湾と香港・マカ
オの話劇」（『中国の現代演劇：中国話劇史概況』
付章，東方書店，2018，267-285頁），「特集　中国
語圏で大ブレイク　台湾の頼声川作品」①②③，「特
集　あらすじで読む頼声川のヒット作」①②（『幕』
69号，話劇人社，2009，2-15頁）。
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に注目されるようになったのは，1980～84年
に台北で毎年 1回，計 5回開催された，中国
話劇欣賞演出委員会による「実験劇展」から
である。学生演劇に限られていた台湾の演劇
活動を推進するため，一般の劇団を主な参加
対象として，おおよそ毎年 6月から 8月の間
に 2週間ほどの日程で，全 5回で36作品2）が
上演された。
于善禄によると，これらの実験演劇には主
に五つの実験性があった3）。①従来のように
一人か二人の作家による脚本でなく，集団に
よる脚本創作。②伝統的なリアリズム演劇の
言語でなく，叙事，抑揚をつけた朗読，吟唱，
古典の詩詞を借用して作った言語，オノマト
ペ，非論理的な言語など，音感やリズムを重
んじた言語。③自由に時空間を転換させたり
複数の時空間を合わせたり，また伝統演劇を
現代化した，自由な舞台転換。④伝統演劇の
ように一人が複数役を演じ，具体的な演技と
抽象的な演技を行き来したり，観客を情景の
一部としたりする演技。⑤身振り，歌唱，映
画，現代詩，絵画，一人芝居などを用いた独
自の上演スタイル，である。 5回の実験劇展
から，こうしたこれまでになかった上演を試
みる団体が生まれ，各々の実験を展開した。
民主化の進んだ1980年代後半から90年代
は，アマチュア劇団を含め小劇場演劇組織の
立ち上げが集中し，さらに前衛的な演劇活動
が続いた。90年代後半には，ただ流行に則っ
ただけのものやクオリティが十分とは言い難
いものも見受けられ，観客に飽きがくるよう

2）「実験劇展」『台湾百科全書』文化部国家文化資
料庫，http://nrch.culture.tw/twpedia.aspx?id=6849（2020
年 5 月10日閲覧。URLは以下同様）参照。実験劇
展は1985年，経費計画が教育部に批准されず終了
となった。
3）于善禄「20世紀80年代以来的小劇場話劇」（総主
編田本相，分冊主編方梓勛・胡志毅『中国話劇芸
術通史』第 3巻「上編台湾戯劇」陝西出版集団山
西教育出版社，2007）21頁

になり，また道半ばで解消された団体もあっ
た。90年代後半以降の特徴として，「実験性，
問題提起性よりも娯楽性と観客動員を重視す
る演劇」が現れたことと，大陸との直接的な
交流の活発化が見られた4）。21世紀は，90年
代の傾向が継続している。

2 �．1980～1990年代，台湾現代演劇を新し
く形作ったカンパニー

　1980年代から90年代にかけて，どのような
団体が登場し台湾現代演劇を新しく形作った
のか，「実験劇展」に参加した作り手たちに
ついて詳しく見てみる。11ほどの民間組織の
カンパニーとして，蘭陵劇坊，表演工作坊，
屏風表演班，河左岸劇場，果陀劇場，優劇場，
425環境劇場，環墟劇場，臨界点劇象録，台
湾渥克劇団，皇冠劇広場があった。
これらは大まかには，実験の試みを前面に
出した実験系，伝統演劇や外国古典戯曲文学
を多く取り入れている古典系，大衆的な作風
で多くの観客を獲得した商業系，そして学生
によるアマチュア系の四つに分けることがで
きよう。古典を援用したり新解釈したりする
ことも実験の一つであるが，ここでは一旦特
色あるものとして古典系としておく。

2．1�　実験系（蘭陵劇坊，屏風表演班，425
環境劇場，環墟劇場，臨界点劇象録）
実験系として，蘭陵劇坊，屏風表演班，
425環境劇場，環墟劇場，臨界点劇象録がある。
蘭陵劇坊は耕莘実験劇団を前身として，金
士傑（1951-），呉静吉，卓明をリーダーとし
て1980年に改称・設立し，1990年に資金不足
などで活動停止，解散した。第 1回実験劇展
での『包袱』（1980）はストーリーや台詞の
ない無言劇で評判は芳しくなかったが，同じ

4）瀬戸宏「台湾と香港・マカオの話劇」（前掲）
281-283頁
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く実験劇展で上演した，京劇『荷珠配』を脚
色して川劇など他の様々な伝統演劇も取り入
れた『荷珠新配』は伝統演劇をよく把握しリ
メイクしたことが評価された。この 2作から
台湾小劇場演劇が始まり，台湾初の実験演劇
団となったと言われている。1960年代の西洋
の演技訓練と，京劇の身体訓練を取り入れ，
集団で即興で創作し，東西融合の演劇を上演
した5）。俳優・脚本家として活躍した李国修
（1955-2013）も，蘭陵劇坊で活動した。
李国修は後に，頼声川と表演工作坊で活動
し，自らも屏風表演班を立ち上げた。屏風表
演班は，漫才の形式を取り入れた『三人行不
行Ⅰ』（1987），「私」（我）と言ってはいけな
い喜劇の『“私”のない劇』（没有“我”的戯）
（1988），レストランでの上演など，比較的実
験的な上演を展開した。
　425環境劇場は「社会情勢を洞察し，社会
の発展に配慮する」6）ことを公言している。
上演方法には街頭演劇（戸外の街頭，公共の
場所等で行う演劇）もあった。作品に『孟母
3000』（1989），『愚公移山』（1990）などがある。
環墟劇場は1986年に設立された。実験性が
強く，観客にとって馴染み難い上演もあった
と言われている。『十五号半島：およびその
後』（十五号半島：以及之後）（1986），『舞台
傾斜』（1986）などがある。
臨界点劇象録は田啓元，詹

せん

慧玲，林泰助に
よって1988年に設立された。権力と権力に抑
圧される弱者の関係に注目して作品を創作し
ている。物質が変質する温度である「臨界点」
という用語を名称に用い，社会を打開する臨
界点を求める，という意があるという7）。作

5）「蘭陵劇坊」（『台湾百科全書』文化部国家文化資
料庫，http://nrch.culture.tw/twpedia.aspx?id=21105）
6）「全国芸文団体総覧」（『中華民国文化館』https://

park.org/Taiwan/Culture/Resources/cartgroup/drama/
index001.htm）によると，設立年は1974年。
7）「臨界点劇象録劇団」（『台湾百科全書』文化部国

品に『毛屍』（1988），『平方』（1993）などが
ある。

2．2　古典系（優劇場，皇冠劇広場）
古典系には，優劇場，皇冠劇広場がある。
優劇場は1987年，劉静敏によって設立され
た。劉静敏は80年代にアメリカ留学し，グロ
トフスキの提唱する「貧しい演劇」8）を学び，
その理念とテクニックによって優劇場を主宰
した。また，伝統演劇，台湾地方劇，日本の
能の技法を多く援用している。『地下室手記
ファウスト』（地下室手記浮士徳）（1988），
『漠・水鏡記』（1992）などがある。
皇冠劇広場は1993年に設立された，皇冠文
化集団が支援する劇団で，同集団が経営する
皇冠小劇場において活動している。この小劇
場は他に河左岸，台湾渥克劇団，臨界点劇象
録なども上演活動の出発点とした9）。主に外
国戯曲を上演している。『三度の復習と一度
の審判――民主の誕生』（三次復仇与一場審
判――民主的誕生）（1994），『ゴドーを待ち
ながら』（等待果陀）（1995）などがある。

2．3�　商業系（表演工作坊，果陀劇場，台湾
渥克劇団）
商業系は，表演工作坊，果陀劇場，台湾渥
克劇団であろう。
表演工作坊は工作劇団を前身として，1984
年に改称・設立した台湾でもっとも実力と商
業性を持つ劇団と言われている。頼声川（後
述）が主宰し，集団で即興でアイデアを出し

家文化資料庫，http://nrch.culture.tw/twpedia.aspx?id 
=6681）
8）ポーランドの演出家グロトフスキ（1933-1999, 

Jerzy Grotowski）は，舞台の装飾的な物質（小道具，
装置，照明，メイクなど）を排し，観客数も制限
して，コントロールした肉体と声で演じる緊迫し
た演劇を試みた。
9）「皇冠小劇場」（『台湾百科全書』文化部国家文化
資料庫，http://nrch.culture.tw/twpedia.aspx?id=6758）
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され，高い人気を獲得してきたのが，商業系
として取り上げた頼声川とその主宰団体・表
演工作坊である。86年初演の『暗恋桃花源』
は台湾で好評であっただけでなく，大陸，香
港で巡演されたことで名声を得，頼声川およ
び表演工作坊の代名詞ともなっている。86年
の初演から再演，リメイク，巡演を繰り返し
ており，92年には頼声川自身によって映画版
も制作された12）。
以下，頼声川を台湾演劇の注目すべき事例
として，その経歴，作品について掘り下げる。
　

3 ．演出家・頼声川と表演工作坊
頼声川は原籍江西省，1954年ワシントン

DC生まれ（父が駐米大使館一等書記官），幼
少期の66年に一家で台湾に移った。輔仁大学
英語系を卒業後は友人らと音楽喫茶「アイ
ディアハウス」を開き，弾き語りで多くの客
を集めた。結婚し，カリフォルニア大学バー
クレー校に留学，演劇学博士を修めた。その
後の職業としては，オランダ・アムステルダ
ム・ワークシアターの客員教授，台湾芸術学
院戯劇系主任等を経て，2002年から国立台北
芸術大学戯劇学院の初代院長を務め，06年に
辞職した。
演劇活動は，カリフォルニア大学バーク
レー校博士課程 2年次在学時から始まった。
課程の一環として，1979年，三島由紀夫作『卒
塔婆小町』を大学の小劇場で演出・公演した。
在学中は『卒塔婆小町』から卒業作品まで，
5作品を演出した。台北では84年より，教職
の学生指導の中から生まれてきた集団即興創
作による作品の公演を行い始めた。前述の実
験系の団体・蘭陵劇坊と共同制作したものも

12）1992年，第 5回東京国際映画祭ヤングシネマ・
コンペティション部門シルバー賞受賞（「東京国際
映画祭公式サイト」http://history.tiff-jp.net/ja/index.
html）。陶慶梅・候淑儀編著『刹那中：頼声川的劇
場芸術』時報出版，2003，236-240頁

ながら創作する方法が特徴である。毎年新作
を上演し多くの観客を獲得しており，商業演
劇であることが指摘されているが，社会的な
認知度，評価も高い。『あの夜，私たちは漫
才をした』（那一夜，我們説相声）（1985），『暗
恋桃花源』（1986）が代表作で，特に後者は
中国大陸の人気タレントのキャスティングに
よって大陸で巡演され，広く好評を得た。
果陀劇場は1988年，梁志民と林霊玉によっ
て設立された。ベケット作の戯曲『ゴドーを
待ちながら』の「ゴドー」（果陀）の名を冠
している。毎年 2～ 4作品の新作やリメイク
が上演され，商業的にも多くの観客を獲得し
て成功している。『動物園の物語』（動物園的
故事）（1988），『淡水小鎮（第一版）』（1989）
などがある10）。
　1992年，陳梅毛，楊長燕によって設立され
た台湾渥克劇団は，通俗的で庶民的な作風が
見られた。演劇の他，コンサート，講演，展
覧などの活動，香港への巡演を行い，多くの
観客を獲得したが，資金不足により2000年以
降は上演が減少した。『新千刀万里追』（1999）
などがある。11）

2．4　アマチュア系（河左岸劇場）
河左岸劇場は1985年に淡江大学の学生に
よって設立された。『自分の革靴を食べる』
（我要吃我的皮鞋）（1985），『闖入者』（1986）
などがある。左派系で，80年代後半の台湾民
主化運動に伴って活動を展開し，90年代以後
民主化運動退潮の中で停滞，解散した。
　
以上の1980年代以降の目移りする小劇場演
劇の展開の中で，今日に至るまでひと際注目

10）果陀劇場公式サイトhttps://godot.org.tw/参照。
11）「台湾渥克劇団」（『台湾百科全書』文化部国家
文 化 資 料 庫，http://nrch.culture.tw/twpedia.aspx?id 
=6699）
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あった。同年，蘭陵劇坊の李国修，李立群と
ともに，漫才劇の相談をするうちにまとまっ
た小さなグループとして表演工作坊を立ち上
げた。85年の『あの夜，私たちは漫才をした』
は初演で成功を収め，それ以来，表演工作坊
の漫才劇は主力レパートリーとなって，香港
やアメリカに巡演し，再演とリメイクが繰り
返されている。翌年上演の『暗恋桃花源』で
は，さらに大きな成功を収めた。再演やリメ
イクの状況はすでに述べた。
頼声川の表演工作坊の活動は，ヒット作の
再演のほか，創作劇，翻訳劇に力が注がれて
いる。1985年『あの夜，私たちは漫才をした』
から2019年までの約35年間で，64作品の公演
が行われた（リメイクを含む。頼声川作・演
出でも別の団体による上演は含まない）。そ
のうち，確認できる限り 7作品ほどが外国戯
曲の翻訳劇で，古典を原作としたものもある
（『西遊記』1987）13）。表演工作坊の演出・脚本
を除く頼声川個人の活動は，作詞，戯曲翻訳，
舞台デザイン，映画監督，テレビドラマ監督，
オペラ演出，デフリンピック14）開会・閉会式
総監督，台北国際花の博覧会開会式芸術総監
督，台湾ランタンフェスティバル芸術総監督
など，多岐にわたる15）。
頼声川は創作方法として，演技の大まかな
プランを立てた後，稽古をしながら全員で細
部を作り込んでゆく「集団即興創作」を提唱
している。この方法は，脚本，言語を中心に
据えるのでなく身体による演劇を目指した，
アルトー 16）の残酷演劇の影響と言われる。作
風は，クスッと笑うような比較的穏やかな喜

13）「表演工作坊」公式サイト（http://www.pwshop.
com/performance-memoirs/）参照。
14）聴覚障害者のための国際総合競技会。2009年第
21回夏季・台北。
15）「頼声川創作筆記」（頼声川『頼声川的創意学』
付録，広西師範大学出版社，2011）参照。
16）1896-1948, Antoni Artaud，フランスの劇作家・
詩人。

劇と，人間の精神世界の内奥を描く仏教的な
視点，この二つが特徴である。前者は大衆的
であり，人気が高い。後者は仏教的な思想で
精神世界を掘り下げる物語で，必ずしも好評
でない作品もある。
頼声川は商業的にも安定した地位を築いて
いる。頼声川に詳しい研究者である陶慶梅は，
表演工作坊は「台湾の最も代表的な商業演劇
団体として，早くから台湾社会の成熟した市
場環境の下で，市場を操作するテクニックと
方法を獲得」17）していたと指摘する。この典
型的な例は，大陸で巡演された『暗恋桃花源』
である。劇中で喜劇の部分を担うキャスティ
ングが人気の男性タレント何炅と女性タレン
ト謝娜18）で，マスコミの注目と宣伝効果が大
変大きく，舞台の喜劇効果も二人のレギュ
ラーのバラエティ番組19）とリンクするよう
で，好評となった。陶慶梅は，さらに「この
舞台劇の影響力は“舞台劇”自体がもつ影響
力の限界をすばやく超越し，たちまちのうち
に大陸メディアの隅々にまで広がった。この
ような興行方式と，『暗恋桃花源』そのもの
の魅力が，この舞台劇を各地の演劇市場の寵
児たらしめた」20）と分析している。
頼声川は仏教に傾倒しており，その思想や
価値観を作品においてしばしば表象してい
る。著書の中でも，2000年代，釈迦が悟りを
開いて仏陀となったと言われるインドのブッ
ダガヤで行われた仏法研修会に参加したこと

17）陶慶梅著，松広彩訳「頼声川は大陸でどんな成
功を収めたのか」（特集中国語圏で大ブレイク台湾
の頼声川作品②，『幕』69号，話劇人社，2009） 8
頁
18）中国版ツイッター（微博）フォロワー（微博粉絲）
数ランキングの上位を争う人気若手タレント。
19）「快楽大本営」（ハッピーキャンプ）。1997年か
ら続くテレビのバラエティ番組。何炅と謝娜を含
む数人のレギュラー司会者，およびゲストで，様々
なゲームや出し物を行う。
20）陶慶梅著，松広彩訳「頼声川は大陸でどんな成
功を収めたのか」（前掲） 6頁
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があると触れている21）。1989年の『振り向け
ば彼岸』（回頭是彼岸）は「戒厳令解除後の
中台関係をテーマとすると同時に，仏教的な
死生観も反映」された作品である。2000年の
『夢のような夢』（如夢之夢）は「新任の若い
医師が品詞の病人の語る昔話を聞くという形
で進行する幻想的な劇」で，「観客の四方で，
時間，空間，人物が曼陀羅図のように変化す
る， 8時間に及ぶ大作」だった22）。最新作，
2019年の『水中の書』（水中之書）も仏教思
想を反映したものである。

4 �．表演工作坊『暗恋桃花源』，『影のよう
に寄り添って』
頼声川の代表作であり長年のレパートリー
として人気作である『暗恋桃花源』（1986年
初演），および，比較的近年の作であり頼声
川の仏教思想の精神世界が強く反映された
『影のように寄り添って』（如影随形。2007年
初演）を事例として，頼声川の創作について
見てみる。

　『暗恋桃花源』23）

『暗恋桃花源』は「国共内戦中の上海で生
き別れになった恋人同士が40年後に台湾で再
開する悲劇“暗恋”と，陶淵明の『桃花源記』
に材を取った喜劇仕立ての時代劇“桃花源”
が，劇中劇の形でクロスオーバーする。涙と
笑いの向こう側に台湾人のアイデンティ
ティーなどの問題が浮かび上がる」24）作品で

21）頼声川『頼声川的創意学』広西師範大学出版社，
2011， 3 頁
22）飯塚容「問い続ける台湾人のアイデンティ
ティー」（特集中国語圏で大ブレイク台湾の頼声川
作品①，『幕』69号，話劇人社，2009） 4 頁
23）表演工作坊『暗恋桃花源』（DVD，2006年。群
声出版有限公司，2009），および，頼声川『頼声川
劇場第一輯：暗恋桃花源＆紅色的天空』（脚本。東
方出版社，2007）に依拠。
24）飯塚容「問い続ける台湾人のアイデンティ
ティー」（前掲）3頁。引用中の「　」を適宜“　”

ある。
一言で言うと，二つの劇の稽古が同じ場所
でバッティングする情景を描いた物語であ
る。劇の稽古場所がダブルブッキングされて
しまい，一つの場所にそれぞれの劇を携えた
二つの劇団が居合わせる。二つの劇団とも自
分たちの場所だと主張して強引に稽古を始
め，小競り合いをしたり融通を利かせたりし
ながら，シリアスな追憶のドラマ「暗恋」と
時代劇の京劇風ミュージカルコメディ「桃花
源」のシーンが交互に分断しながら展開する。
「暗恋」は，入院中の老人が若かった頃の
1940年代，国共内戦25）の時代に上海で生き別
れた恋人と過ごした日々を具に回想し，再会
を切望する，静かで情感豊かな郷愁の物語で
ある。一方，「桃花源」は古代の着物の衣装
で演じる時代劇である。子供ができないこと
を妻になじられて浮気をされた男が理想郷の
「桃花源」に辿り着き，妻とその浮気相手そっ
くりな仙人に出会って愁いを解き放つ滑稽な
展開と，再婚した妻と後夫（そしてその赤ん
坊）のところへ舞い戻って驚かせる騒動を，
京劇風の唄

うた

と演奏，しぐさで描いたミュージ
カル仕立ての喜劇である。台詞や唄は台湾語
の発音で話される。
途中，水と油の両者の雰囲気が交錯し，「暗
恋」が「桃花源」風の時代劇のようになった
り，「暗恋」の老演出家が場所の融通を交渉
しようとして「桃花源」の劇中に入り込んで
しまったりして，笑いを誘う。最後，稽古場
所の終了時間を告げる管理人に急かされた
「暗恋」の老演出家が食い下がって10分間の
猶予をもらい，クライマックス，主人公が40
年越しに恋人と涙の再会を果たすシーンの稽
古を入魂の思いでやり遂げる。このときばか

に置き換えた。
25）1946～49年，第 2次国共内戦（日中戦争終戦後
の国民党と共産党の内戦）。
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りは「桃花源」の邪魔も入らない。劇中劇の
主人公のかつての恋人を探し出すという長年
の念願が静かに遂げられ，幕が下りるととも
に，すべての物語も終わる。
この作品は台湾でのバージョンは，冒頭と
クライマックスは「暗恋」のシーンが占め，
「桃花源」は「暗恋」が全体を貫く中に挿入
される箸休めのような役割となっている。頼
声川の名声を特に高めた大陸巡演の北京バー
ジョン（2006-2007）26）では，同じ内容である
ものの，「桃花源」を担う役に人気タレント
が配役されたために（前述），二つの劇中劇
の比重が逆転する効果が生じた。これについ
て，陶慶梅は次のように分析している。

07年の大陸における『暗恋桃花源』公演
の背景には，大きな面から見ると，30年
近い改革開放が築き上げた物質的に豊か
な現代社会があり，また小さな演劇的環
境から見ると，「ドタバタ劇」や「お笑い」
が舞台の中心となった現状がある。（中
略）何炅と謝娜が主役を演じた「桃花源」
部分が舞台の中心となり，「暗恋」部分
は仕方なく添え物となった。二つの部分
が一体となって作り出す悲喜の交錯や衝
突には，必然的に偏向が生じた。この構
造に内在する変更は，内容豊富な演劇を
いささか浅薄にしてしまった27）。

この作品で要となっているところは二つあ
る。一つは，「暗恋」の主人公である老人の，
かつての恋人への想いと大陸の故郷（老人の
故郷は東北地方）への懐旧の念が重なり合う，
静かで切ない追憶の情景である。もう一つは，

26）2007年，北京，上海，西安，深圳，広州，南京，
成都，重慶，長沙を巡演（飯塚容「問い続ける台
湾人のアイデンティティー」前掲， 5頁）。
27）陶慶梅著，松広彩訳「頼声川は大陸でどんな成
功を収めたのか」（前掲）7頁。「（中略）」は引用者。

「桃花源」の台湾語による伝統演劇風の演出
である。『暗恋桃花源』はこの二つの特徴に
よって，台湾文化，内戦によって台湾に渡っ
た外省人の記憶，台湾にとっての大陸の存在
感が渾然一体となっている。台湾演劇である
から描くことのできる情景が色濃く表れてい
るであろう。
一方で，台湾語の中にあえて標準語を用い
て笑いを誘っていたシーン28）は，2006-07年
の北京バージョンでは削除されている29）。北
京バージョンは脚本でしか確認できないが，
台湾語全体は標準語に置き換えられたものと
思われる。このようなリメイクの方法は，『暗
恋桃花源』は「歴史の追憶」と「喜劇の時代
劇」の「異素材ミックス」という大枠を保て
ば，細部や演出を大幅に変更することに堪え
る商業戦略的な作品である，ということも印
象付けるであろう。

　『影のように寄り添って』30）

『影のように寄り添って』は2007年に台北
で初演の後，翌年台湾各地を巡演し，シンガ
ポールの華人芸術祭に参加した31）。自分たち
が死んだことに気付いていない幽霊たちと，
彼らに調子を合わせてしまう人間たちの物語
である。この作品は「仏教の“中陰（人が死
んで次の世に生まれ変わるまで亡霊となって
漂う49日間）”の概念」32）に基づきながら，亡
霊が身近な人間のそばに留まり，一家の死の
原因がクライマックスでようやく明らかにな

28）「桃花源」の主人公・老陶が舟で桃花源に辿り
着いて，感嘆するシーン。
29）「暗恋桃花源」（頼声川『頼声川劇場第一輯：暗
恋桃花源＆紅色的天空』（前掲）48頁参照。
30）表演工作坊『如影随形』（DVD，2007年台北国
家戯劇院。群声出版有限公司，2008）に依拠。
31）飯塚容「問い続ける台湾人のアイデンティ
ティー」（前掲） 5頁
32）陶慶梅著，松広彩訳「頼声川は大陸でどんな成
功を収めたのか」（前掲） 7頁
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るサスペンス風の展開になっている。
夫婦とその娘・真

ジェン

真
ジェン

の一家三人は，少し奇
妙だと思いながらも友人一家の傍を去来し，
様々なことを語りかけている。友人一家の方
は何やらぎこちなく，また，打ちひしがれて
いる様子で，どうやら身近な人物が死んだら
しい。友人一家の娘・露

ルー

露
ルー

は小さいときから
架空の友達を作り出して一緒に遊ぶ風変りな
娘で，今は架空の友達を捨てて真

ジェン

真
ジェン

と仲良く
し，自分の両親にも真

ジェン

真
ジェン

を歓待するよう強い
ていた。真

ジェン

真
ジェン

の両親は大恋愛の末結婚した夫
婦であったが，互いに孤独や嫉妬心に苛まれ，
妻が作り出した架空の愛人まで登場して関係
に亀裂が入り，銃を振り回して物騒な痴話喧
嘩をした挙句，発砲して死んでしまう。そし
て，自分たちが死んだことに気付かず，亡霊
となって友人一家の傍に留まっているのだっ
た。最後，真

ジェン

真
ジェン

は露
ルー

露
ルー

と一緒に葬儀に参列し
て父親に弔辞を送るが，自分の死を自覚した
父親から「おまえも死んだんだ」と告げられ
愕然とする。自分が随分前に死んでいたこと
を明かされ，亡霊が見えてしまう露

ルー

露
ルー

，そし
てその両親はただ調子を合わせてくれていた
だけだったとわかる。
この中で，場違いな人物が一人登場する。
発砲事件の死について調査する女性警察官で
ある。露

ルー

露
ルー

たち一家の心理に喜々として好奇
の目を向け，プライバシーに踏み込んで来る。
最後，警察を辞めて小説家に転じることにな
るこの女性警察官は，発砲事件を調べ始めた
当初，「仮に私たちが存在していないとした
ら」と露

ルー

露
ルー

一家に問いかけて，戸惑わせる。
しかし，女性警察官の言うとおり，登場人物
たちは皆架空の世界に生きていた。真

ジェン

真
ジェン

は自
分が死んだことを知らない。亡霊である真

ジェン

真
ジェン

が見えてしまう露
ルー

露
ルー

はそれを告げないまま
調子を合わせ，両親にもぎこちない芝居を続
けさせている。真

ジェン

真
ジェン

の両親の間で言い争いに

なった愛人も妻が孤独を紛らわすために作り
出した架空の人物であり，妻がその真実を主
張すれば主張するほど夫は架空の愛人を信じ
込み激しく妻を責めるのだった。
再び陶慶梅の分析を引いてみる。

（この作品は――引用者）現代人――現
代のホワイトカラーや中産階級の精神的
貧困を検討している。大陸に急速に出現
した中産階級にとって，『影のように寄
り添って』は人々を目醒めさせる良薬で
あったかもしれない。しかし，この作品
で頼声川は，精神世界の内側にある苦悩
に浸りすぎているきらいがある。この中
産階級家庭の悲劇は，舞台上の表現が精
神面に偏り，現実世界に拠り所を見い出
すことができない。『影のように寄り
添って』の大陸での公演も，共感を得る
ことが難しかった33）。

『影のように寄り添って』には，あまり現
実生活の要素はない。亡霊でない方の一家三
人の仕事，学校，生活などの描写はほとんど
なく，死んだ一家三人との交流を回想する
シーン，真

ジェン

真
ジェン

が幻想的な店でアルバイトをす
る不可思議なシーンが大半を占める。クライ
マックスに至るまでの間は，観客には死んだ
一家三人と生きている一家三人の区別がわか
らず，噛み合わないシーンが続いて退屈であ
るとさえ感じさせる。
しかし，クライマックスではそれまでの展
開がつながり，すべてが一つにまとめられる。
この作品を観た観客は最後に，父親に対して，
死んだことに気付いてほしい，と言っていた
真
ジェン

真
ジェン

自身も幽霊であったことに意表を突か
れ，登場人物たちの行動や思惑はすべて虚構

33）陶慶梅著，松広彩訳「頼声川は大陸でどんな成
功を収めたのか」（前掲） 7 - 8 頁
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に基づいていたことを知る。そこには，何事
も考え方次第で虚構が現実のような様相を呈
して存在するようになる，という気付きがあ
る。そして幕が閉じれば，当然ながら，観客
自身が目にしていた劇場での上演もすべて虚
構である。今度は観客が劇場を出て，現実の
生活に戻る番である。そのとき，観客は自分
の現実の世界にも自分の都合や不安から虚構
を作り出していないか，点検することができ
よう。

おわりに
「創作劇と翻訳劇を両輪とする頼声川と表
演工作坊の20数年の活動は台湾だけにとどま
らず，中国語圏の演劇界を席捲する勢いであ
る」34）と評されたように，頼声川は台湾現代
演劇において，一つの画期，指標となり，広
く受け入れられている。
台湾現代演劇は，1980年代当初の前衛的，
新奇的な実験から始まり，90年代後半から21
世紀にかけてはより多くの観客を取り込む大
衆的で笑いに溢れた作風が主流となった。頼
声川とその表演工作坊がそうした路線の中心
であったと言える。同時に，すでに多くの観
客を獲得している頼声川においても，自己の
心の内を静かに内省する作品を世の中に問う
ことが困難に突き当たっている。『影のよう
に寄り添って』を観た観客が，気付きや自己
との対話を得られず，失敗作だという感想を

34）飯塚容「問い続ける台湾人のアイデンティ
ティー」（前掲） 5頁

抱いたなら，そこにはある程度観客の嗜好の
傾向を見出せるであろう。
陶慶梅が指摘するように，大陸の現代演劇，
ことに2000年代以降の小劇場演劇はテレビの
バラエティ番組のようなお笑いの作品が多
く，上演には若年世代が多く集まり，支持さ
れている。日本の小劇場演劇も，1960年代に
反体制や新劇解体を掲げて独自の表現を展開
した学生運動的な第一世代があった後に，70
年代のつかこうへいらの第二世代，80年代の
野田秀樹，鴻上尚史らの第三世代には，饒舌
で爆笑するような通俗的な小劇場へと変容し
た。台湾現代演劇も相似した趨勢があると言
える。
台湾現代演劇にとって，個人の追憶から歴
史認識やナショナル・アイデンティティ，戒
厳令解除後の国際関係を描くことは大きな意
味があることであろう。同時に，台湾現代演
劇を俯瞰しようとするとき，大陸との関係，
政治的な表象ばかりに着目する必要もあまり
ないように思われる。滑稽で大衆的な作品が
主流を占める昨今，また，眼前に映し出され
るものを素早いタップでたちまちのうちに切
り替えることが日常となった昨今において，
一個人の取るに足らない物語や奥深い精神世
界を描き，人を内省に導く作品を創ることは，
ある種の実験でもあると言えるのではないだ
ろうか。




